
JP 2005-312783 A5 2007.6.14

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 １ 部 門 第 ２ 区 分
【 発 行 日 】 平 成 19年 6月 14日 (2007.6.14)
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2005-312783(P2005-312783A)
【 公 開 日 】 平 成 17年 11月 10日 (2005.11.10)
【 年 通 号 数 】 公 開 ・ 登 録 公 報 2005-044
【 出 願 番 号 】 特 願 2004-136150(P2004-136150)
【 国 際 特 許 分 類 】
                        Ｄ ０ ５ ＢＤ ０ ５ ＢＤ ０ ５ ＢＤ ０ ５ ＢＤ ０ ５ ＢＤ ０ ５ ＢＤ ０ ５ ＢＤ ０ ５ Ｂ   59/04     (2006.01)  59/04     (2006.01)  59/04     (2006.01)  59/04     (2006.01)  59/04     (2006.01)  59/04     (2006.01)  59/04     (2006.01)  59/04     (2006.01)
【 Ｆ Ｉ 】
   Ｄ ０ ５ Ｂ   59/04          
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 4月 19日 (2007.4.19)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ ， 図 ３ に 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 示 す 。 こ の は 、 ベ ッ ド ２ の 釜 ７
に 収 め ら れ た ボ ビ ン ９ を 交 換 す る ボ ビ ン 交 換 装 置 を 備 え る 。 ボ ビ ン 交 換 装 置 の 支
持 枠 １ ３ に は 左 右 一 対 の 縦 側 枠 １ ４ が 設 け ら れ る 。 両 方 の 縦 側 枠 １ ４ は 後 端 の 水 平 軸 ２ ９
に よ り ミ シ ン 機 枠 ３ に 上 下 方 向 へ 回 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 。 そ し て 、 ボ ビ ン 交 換 装 置

が 釜 ７ よ り 前 方 の 稼 働 位 置 と 、 釜 ７ の 前 方 に メ ン テ ナ ン ス 用 の 作 業 空 間 Ｓ を 開 け る 退 避
位 置 と に 配 置 転 換 可 能 に 構 成 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ し て 、 ボ ビ ン 交 換 装 置 は 支 持 枠 １ ３ に お い て ミ シ ン 機 枠 ３ に 上 下 方 向 へ 回 動 可 能
に 取 り 付 け ら れ て い る 。 す な わ ち 、 ミ シ ン 機 枠 ３ の 前 面 に は ブ ラ ケ ッ ト ２ ６ を 介 し て ブ ロ
ッ ク ２ ７ が 固 定 さ れ 、 ブ ロ ッ ク ２ ７ の 軸 受 部 ２ ８ に 両 方 の 縦 側 枠 １ ４ の 後 端 下 端 部 が 水 平
軸 ２ ９ に よ っ て 回 動 可 能 に 支 持 さ れ 、 前 記 の 稼 働 位 置 （ 図 １ ， 図 ２ に 示 す 位 置 ） と 、 退 避
位 置 （ 図 ３ ， 図 ４ に 示 す 位 置 ） と に 配 置 転 換 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 稼 働 位 置 で は 、 ボ ビ ン 交 換 装 置 は 外 力 が 加 わ っ て も ず れ 動 か な い よ う に 取 り 付 い て
い る 。 す な わ ち 、 支 持 枠 １ ３ と テ ー ブ ル １ と の 間 に は 、 稼 働 位 置 の ボ ビ ン 交 換 装 置 を
水 平 に 保 持 す る 機 構 が 設 け ら れ て い る 。 こ の 保 持 機 構 は 、 支 持 枠 １ ３ の 前 枠 １ ５ に 立 設 さ
れ た ボ ル ト ３ １ と 、 テ ー ブ ル １ の 下 面 に 軸 支 さ れ た 掛 止 板 ３ ２ と を 含 み 、 掛 止 板 ３ ２ に ボ
ル ト ３ １ の 頭 部 を 掛 止 す る 切 欠 ３ ３ が 形 成 さ れ 、 ボ ル ト ３ １ に 掛 止 板 ３ ２ を ク ラ ン プ す る
ナ ッ ト ３ ４ が 螺 合 さ れ て い る 。 ま た 、 ボ ビ ン 交 換 装 置 を 稼 働 位 置 に 保 持 す る た め の 補
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助 装 置 と し て 、 縦 側 枠 １ ４ の 後 端 に フ ッ ク ３ ５ が 軸 支 さ れ 、 ブ ロ ッ ク ２ ７ に フ ッ ク ３ ５ を
止 め る ピ ン ３ ６ が 設 け ら れ て い る 。 な お 、 こ の 補 助 装 置 （ フ ッ ク ３ ５ 、 ピ ン ３ ６ ） は 省 略
し て も よ い 。 あ る い は 、 こ の 補 助 装 置 を 強 固 に 形 成 し て 主 た る 保 持 機 構 と し 、 ボ ル ト ３ １
及 び 掛 止 板 ３ ２ の 方 を 省 略 す る こ と も で き る 。 但 し 、 後 端 側 を 軸 支 し た ボ ビ ン 交 換 装 置

の 前 端 側 に 設 け ら れ た ボ ル ト ３ １ 及 び 掛 止 板 ３ ２ の 方 が 、 モ ー メ ン ト に 基 づ く 応 力 軽 減
の 点 で 有 利 で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 一 方 、 退 避 位 置 で は 、 ボ ビ ン 交 換 装 置 は 外 力 が 加 わ る と ず れ 動 き 得 る よ う に 略 真 下
に 垂 下 し た 状 態 で 取 り 付 い て い る 。 但 し 、 ボ ビ ン 交 換 装 置 が 垂 下 し て い れ ば 、 作 業 者
の 手 な ど が ボ ビ ン 交 換 装 置 に 当 た る こ と も ほ と ん ど な い の で 、 外 力 で ず れ 動 く よ う な
こ と も 事 実 上 無 い 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 、 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た ボ ビ ン 交 換 装 置 １ １ の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 ミ シ ン の
通 常 の 使 用 状 態 に お い て は 、 ボ ビ ン 交 換 装 置 を 稼 働 位 置 に 配 置 し 、 図 ５ （ ａ ） ～ 図 ６
（ ｇ ） に 示 す 順 序 で 新 旧 の ボ ビ ン ９ を 交 換 す る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 一 方 、 糸 切 れ 復 旧 や 糸 屑 除 去 又 は 注 油 等 の メ ン テ ナ ン ス に 際 し て は 、 ボ ビ ン 交 換 装 置

を 稼 働 位 置 か ら 退 避 位 置 に 配 置 す る 。 こ の 場 合 は 、 図 ２ に 鎖 線 で 示 す よ う に 、 ナ ッ ト ３
４ を 緩 め 、 掛 止 板 ３ ２ を ボ ル ト ３ １ か ら 外 し た の ち 、 ボ ビ ン 交 換 装 置 を 手 で 支 え た 状
態 で 、 フ ッ ク ３ ５ を ピ ン ３ ６ か ら 外 す 。 そ し て 、 図 ３ ， 図 ４ に 示 す よ う に 、 支 持 枠 １ ３ を
下 方 へ 回 動 し 、 ボ ビ ン 交 換 装 置 を ミ シ ン 機 枠 ３ か ら 垂 下 さ せ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ う す れ ば 、 釜 ７ の 前 方 に メ ン テ ナ ン ス 用 の 大 き な 作 業 空 間 Ｓ が 形 成 さ れ る の で 、 作 業
者 は 釜 周 辺 の 状 況 を 明 確 に 視 認 で き 、 釜 周 辺 に 手 を 楽 に 差 し 入 れ る こ と も で き て 、 所 要 の
メ ン テ ナ ン ス 作 業 を 短 時 間 で 容 易 に 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 ボ ビ ン 交 換 装 置 に メ ン
テ ナ ン ス 作 業 中 の 退 避 位 置 を 指 定 し た の で 、 支 持 枠 １ ３ を 両 持 ち 構 造 と し 、 左 右 の 縦 側 枠
１ ４ に よ り 回 転 ア ー ム １ ８ の 支 持 剛 性 を 高 め 、 チ ャ ッ ク 部 材 ２ ０ を 精 度 よ く 位 置 決 め し て
、 ボ ビ ン 交 換 動 作 を 安 定 さ せ る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ し て 、 メ ン テ ナ ン ス 後 に は 、 ボ ビ ン 交 換 装 置 を 手 で 持 ち 上 げ て 稼 働 位 置 に 戻 し 、
ボ ル ト ３ １ 、 掛 止 板 ３ ２ 、 フ ッ ク ３ ５ 、 ピ ン ３ ６ 等 で 保 持 す る だ け で 、 ボ ビ ン 交 換 で き る
よ う に 迅 速 且 つ 精 度 良 く 復 帰 で き る 。 な お 、 フ ッ ク ３ ５ を ピ ン ３ ６ に 掛 け な く て も 、 ボ ル
ト ３ １ 及 び 掛 止 板 ３ ２ だ け で 十 分 な 保 持 が 得 ら れ る 。
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